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バイオ

研究の内容
苦味低減酵素（アエロモナスアミノペプチダーゼ）やそのプロセシング酵素の

前駆体に、酵素の立体構造を制御する分子内シャペロン領域が存在することを
見いだした。

技術の特徴
＊酵素分子の折り畳みを補助
＊シャペロン領域の変化により成熟領域の立体構造が変化
＊同じアミノ酸配列で異なる物性・作用が期待できる
＊構造記憶（プロテインメモリー）

今後の展開
酵素活性の分子レベルでの制御に活用
（例）酵素の活性化・不活性化の制御
食品中の残存酵素の失活
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